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第 67 回全日本剣道選手権大会

第 70 回全日本弓道遠的選手権大会第 23 回世界相撲選手権大会
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ニュース　શຊಓબखݖେձ

　

第
��
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
が
��
月
３

日
、
大
阪
府
大
阪
市
の
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ

ー
ナ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
体
育
館
）
で
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
に
は
各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
��
名
の
選
手
が
集
結
。
約
５
７
０
０
名
の
観

客
が
固か
た
ず唾

を
呑の

ん
で
見
守
る
中
、
精
鋭
た
ち
は

剣
道
日
本
一
を
賭
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

決
勝
で
は
、
２
度
の
準
優
勝
の
実
績
を
誇
る

國く
に

友と
も

鍊れ
ん

太た

朗ろ
う

（
福
岡
県
警
）
と
、
大
学
生
な
が

ら
強
豪
を
降く
だ

し
て
勝
ち
上
が
っ
た
松ま
つ

﨑ざ
き

賢け
ん

士し

郎ろ
う

（
筑
波
大
３
年
）
が
対
戦
。
試
合
は
國
友
が
小

手
を
決
め
、
念
願
の
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

　

本
大
会
は
、
１
９
５
３
年
に
東
京
都
台
東
区

に
所
在
し
た
蔵
前
国
技
館
で
第
１
回
大
会
が
行

わ
れ
、
１
９
６
４
年
の
第
��
回
大
会
か
ら
昨
年

の
第
��
回
大
会
ま
で
日
本
武
道
館
で
実
施
さ
れ

て
き
た
。
今
年
は
、
日
本
武
道
館
が
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
開
催
に
伴
う
増
改
修
工
事
中
の
た
め
、

会
場
を
移
し
、
初
の
大
阪
開
催
と
な
っ
た
。

　

競
技
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
試

合
は
３
本
勝
負
。
試
合
時
間
は
、
１
〜
３
回
戦

は
５
分
、
４
回
戦
（
準
々
決
勝
）
以
降
は
10
分

で
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な

い
場
合
は
無
制
限
の
延
長
戦
を
行
い
、
先
に
一

本
を
取
っ
た
者
を
勝
者
と
し
た
。

第67回全日本剣道選手権大会
初の大阪開催

決勝＝國友（左）が小手を決める
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國
友
鍊
太
朗　
　

　
　

念
願
の
初
優
勝

（
福
岡
県
警
）

初の大阪開催に 5700 名の観客が訪れた
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ニュース　શຊಓબखݖେձ

■
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
ベ
ス
ト
８
の
前ま
え

田だ

康や
す

喜き

（
大
阪
府

警
）
は
、
１
回
戦
で
今
年
の
全
国
警
察
選

手
権
で
準
優
勝
し
た
佐さ

藤と
う

弘ひ
ろ

隆た
か

（
千
葉
県

警
）
と
対
戦
。
延
長
戦
で
前
田
が
飛
び
込

み
面
を
決
め
、
試
合
時
間
20
分
を
超
え
る

初
戦
を
制
し
た
（
写
真
①
）。
そ
の
後
も

前
田
は
、
２
回
戦
、
３
回
戦
と
順
調
に
勝

利
し
、
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

昨
年
の
世
界
選
手
権
で
個
人
優
勝
し
た

安あ
ん

藤ど
う

翔し
ょ
う（

北
海
道
警
）
は
３
回
戦
で
合ご
う

屋や

龍り
ょ
う（

京
都
府
警
）
と
顔
を
合
わ
せ
る
。
試

合
は
、
安
藤
が
面
返
し
胴
を
決
め
、
準
々

決
勝
に
駒
を
進
め
た
（
写
真
②
）。

■
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

史
上
初
の
３
連
覇
が
か
か
っ
た
西に
し

村む
ら

英ひ
で

久ひ
さ（

熊
本
県
警
）と
、市い
ち

川か
わ

巧た
く
み（

栃
木
県
警
）

に
よ
る
１
回
戦
は
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
む

熱
戦
に
。
延
長
戦
開
始
９
分
過
ぎ
、
西
村

が
小
手
を
放
つ
と
、
市
川
は
面
で
合
わ
せ

る
。
判
定
は
市
川
の
面
に
旗
３
本
。
西
村

は
１
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
（
写
真
③
）。

　

一
昨
年
３
位
の
畠
は
た
け

中な
か

宏こ
う

輔す
け

（
警
視
庁
）

は
、
２
回
戦
で
西
村
に
勝
利
し
た
市
川
を

小
手
で
降
し
、
３
回
戦
で
今
大
会
最
年
少

（
20
歳
）
の
小こ

角す
み

朋と
も

樹き

（
大
阪
府
警
）
と

対
決
。
32
歳
の
畠
中
は
、
小
角
の
手
元
が

上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
て
小
手
を

決
め
、準
々
決
勝
に
進
ん
だ
（
写
真
④
）。

　

２
０
１
４
年
と
16
年
に
準
優
勝
の
國く
に

友と
も

鍊れ
ん

太た

朗ろ
う

（
福
岡
県
警
）
は
、
２
回
戦
で
２

０
１
５
年
世
界
選
手
権
個
人
優
勝
者
の
網あ
み

代し
ろ

忠た
だ

勝か
つ

（
兵
庫
県
警
）
と
対
決
。
國
友
が

終
了
間
際
に
飛
び
込
み
面
を
決
め
て
勝
利

し
た
（
写
真
⑤
）。
続
く
３
回
戦
で
も
面

を
決
め
、ベ
ス
ト
８
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。

■
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

出
場
選
手
で
唯
一
、
大
学
生
の
松ま
つ

﨑ざ
き

賢け
ん

士し

郎ろ
う

（
筑
波
大
３
年
）
は
１
回
戦
で
三み

雲く
も

悠ゆ
う

佑す
け

（
東
レ
滋
賀
）
に
面
で
勝
利
し
、
村む
ら

上か
み

泰や
す

彦ひ
こ

（
愛
媛
県
警
）
と
の
２
回
戦
で
は

面
を
２
本
決
め
る
。
２
０
１
５
年
世
界
選

手
権
日
本
代
表
の
山や
ま

田だ
り

凌ょ
う

平へ
い

（
北
海
道

警
）
と
の
３
回
戦
は
、
山
田
の
足
が
止
ま

っ
た
瞬
間
に
松
﨑
が
面
を
打
ち
込
み
、

準
々
決
勝
進
出
を
決
め
た
（
写
真
⑥
）。

　

２
０
１
４
年
に
、
当
時
大
学
生
な
が

ら
最
年
少
優
勝
を
果
た
し
た
竹た
け

ノの

内う
ち

佑ゆ
う

也や

（
警
視
庁
）
は
、
菅す
が

野の

隆た
か

行ゆ
き

（
兵
庫
県

警
）
と
の
１
回
戦
を
面
で
勝
利
す
る
（
写

真
⑦
）。
続
く
２
回
戦
、
３
回
戦
も
勝
利

し
て
８
強
入
り
。

○
前
年
度
優
勝
＝
西に
し

村む
ら

英ひ
で

久ひ
さ

選
手

（
��
歳
・
熊
本
県
警
）

せ
ん
。“
前
人
未
到
”（
の
３
連
覇
）
を
成

し
遂
げ
た
か
っ
た
で
す
ね
」

○
今
大
会
最
年
少
＝
小こ

角す
み

朋と
も

樹き

選
手

（
��
歳
・
大
阪
府
警
） 「

今
日
は
緊
張
せ
ず

に
臨
め
ま
し
た
が
、

逆
に
そ
れ
が
ダ
メ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま

場
は
縁
を
感
じ
ま
す
が
、
や
は
り
テ
レ
ビ

で
見
て
い
た
日
本
武
道
館
で
の
全
日
本
選

手
権
の
舞
台
に
立
っ
て
み
た
い
で
す
」

○
今
大
会
最
年
長
＝
網あ
み

代し
ろ

忠た
だ

勝か
つ

選
手

（
��
歳
・
兵
庫
県
警
） 「

畠
中
選
手
に
は
間

合
に
入
ら
せ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
阪
開
催
で
の
初
出

「
５
年
前
に
こ
の
大

会
で
國
友
選
手
と
対

戦
し
、
面
返
し
胴
で

敗
れ
て
い
る
の
で
、

胴
を
警
戒
し
す
ぎ
ま
し
た
。
出
場
し
て
み

て
、
最
年
長
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る

と
感
じ
ま
し
た
」

写真①　１回戦＝前田（右）が逆胴を攻める写真②　３回戦＝安藤（左）が胴を決める

　
１
回
戦
〜
３
回
戦
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■
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
３
位
の
竹た
け

下し
た

洋よ
う

平へ
い

（
大
分
県
警
）

は
、
３
回
戦
で
中な
か

澤ざ
わ

公き
み

貴た
か

（
高
知
県
警
）

に
小
手
を
取
ら
れ
て
先
制
を
許
す
。
し
か

し
竹
下
は
す
ぐ
に
面
を
取
り
返
す
と
、
試

合
終
了
間
際
に
引
き
面
を
奪
っ
て
、
準
々

決
勝
に
進
ん
だ
（
写
真
⑧
）。

　

足あ

立だ
ち

柳り
ゅ

次う
じ

（
埼
玉
県
警
）
は
２
回
戦
で

本
大
会
３
回
の
優
勝
を
誇
る
内

う
ち
む

村ら
り

良ょ
う

一い
ち

（
警
視
庁
）
と
対
戦
す
る
。
足
立
は
足
を

使
っ
て
積
極
的
に
攻
め
、
出
ば
な
小
手
を

決
め
て
一
本
勝
（
写
真
⑨
）。
３
回
戦
で

は
昨
年
の
世
界
選
手
権
日
本
代
表
の
土つ
ち

谷た
に

有ゆ
う

輝き

（
大
阪
府
警
）
に
延
長
戦
で
面
を
決

め
て
、
２
回
目
と
な
る
ベ
ス
ト
８
入
り
を

果
た
す
。

○
今
大
会
最
年
長
＝
内
う
ち
む

村ら
り

良ょ
う

一い
ち

選
手

（
��
歳
・
警
視
庁
）

「
今
年
も
全
日
本
選

手
権
に
出
ら
れ
た
こ

と
は
嬉う
れ

し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
歳
に
な
っ

て
も
、
特
別
な
夢
の
舞
台
で
す
ね
。
今
後

も
さ
ら
に
精
進
し
ま
す
」

写真③　１回戦＝
西村（左）は市川に面を決められる

写真④　３回戦＝畠中（右）が小角に小手を決める写真⑤　２回戦＝國友（左）が網代に面を決める

写真⑨　２回戦＝
足立（右）が内村に小手を決める

写真⑦　１回戦＝竹ノ内（右）対菅野

写真⑧　３回戦＝
竹下（左）が中澤に引き面で勝利する

写真⑥　３回戦＝
松﨑（左）が山田に面を決める
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ニュース　શຊಓબखݖେձ

　

試
合
開
始
３
分
過
ぎ
、
前
田
が
一
足
一

刀
の
間
合
で
竹
刀
を
裏
に
回
し
て
面
を
放

つ
。
安
藤
の
竹
刀
が
前
田
の
袖
に
引
っ
掛

か
る
が
、
前
田
は
そ
れ
を
物
と
も
せ
ず
に

面
を
思
い
切
っ
て
打
ち
抜
き
、
先
制
す

る
。
取
り
返
し
た
い
安
藤
は
大
き
く
振
り

か
ぶ
っ
て
の
技
や
逆
胴
な
ど
で
攻
め
る

が
、
前
田
を
捉
え
切
れ
な
い
。
終
盤
、
安

藤
が
一
歩
踏
み
込
み
な
が
ら
大
き
く
振
り

か
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
前
田
が
小
手
を
決

め
て
勝
利
。
地
元
で
の
優
勝
を
目
指
す
前

田
が
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

○
ベ
ス
ト
８
＝
安あ
ん

藤ど
う

翔し
ょ
う選

手（
北
海
道
警
）
　

準
々
決
勝
第
２
試
合
は
、
32
歳
の
畠
中

と
29
歳
の
國
友
に
よ
る
、
国
士
舘
大
学
の

先
輩
・
後
輩
対
決
と
な
る
。

　

蹲そ
ん

踞き
ょ

か
ら
立
ち
上
が
る
と
、
遠
間
か
ら

互
い
に
ジ
リ
ジ
リ
と
間
合
を
詰
め
て
い

く
。
一
足
一
刀
の
間
合
に
な
っ
た
瞬
間
、

畠
中
は
面
に
飛
ぶ
。
対
す
る
國
友
は
畠
中

が
面
に
来
る
こ
と
を
読
ん
で
い
た
か
の
よ

う
に
、
そ
の
起
こ
り
に
小
手
を
打
ち
込

み
、
先
制
す
る
。
終
盤
、
畠
中
が
國
友
の

小
手
の
出
ば
な
に
突
き
を
取
り
返
し
て
、

試
合
時
間
は
終
了
。
延
長
戦
開
始
直
後
、

國
友
は
面
、
畠
中
は
小
手
を
ほ
ぼ
同
時
に

打
ち
込
む
。
旗
は
國
友
の
面
に
３
本
上
が

り
、
國
友
が
準
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

○
ベ
ス
ト
８
＝
畠
は
た
け

中な
か

宏こ
う

輔す
け

選
手（
警
視
庁
）

　準々決勝①

લాت߁
ʢେࡕܯʣ

҆౻　ᠳ
ʢւಓܯʣϝί―　　

　準々決勝②

ᅳ༑㑘ଠ࿕
ʢԬܯݝʣ

ിதี
ʢࢹܯிʣίϝ―　π

「
１
本
目
が
勝
負
の
分
か
れ
道
で
し
た
。

取
ら
れ
た
時
は
ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
し
た

が
、
後
半
に
入
る
と
焦
り
が
出
ま
し
た
。

全
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
た
い
と
い
う
思

い
は
強
い
の
で
す
が
、
こ
の
舞
台
で
自
分

の
力
を
発
揮
で
き
る
気
持
ち
の
強
さ
が
な

く
、
打
た
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
の

弱
さ
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
が
結
果
に
出

て
い
る
と
思
い
ま
す
」

「
最
後
は
思
わ
ず
反
応
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
が
弱
点
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
な
ス

ポ
ー
ツ
で
は
加
齢
と
と
も
に
衰
え
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
剣
道
は
武
道
で
す
。
幼

少
の
頃
に
見
て
い
た
全
日
本
選
手
権
で

は
、
今
の
私
の
年
齢
以
上
の
先
生
方
が
優

勝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
若
手
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
齢
で
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
体
現
し
た
い
で
す
」

▶︎準々決勝①＝
　前田（右）は豪快に面を打ち切る

準々決勝②＝
國友（左）は初太刀で出ばな小手を決める
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面
技
が
得
意
な
両
者
は
、
序
盤
か
ら
飛

び
込
み
面
を
中
心
に
攻
め
て
い
く
。
終

盤
、
竹
ノ
内
は
松
﨑
を
場
外
際
に
追
い
込

み
、
松
﨑
が
居
着
い
た
と
こ
ろ
に
面
を
打

ち
込
む
と
一
本
。
竹
ノ
内
が
先
取
す
る
。

試
合
終
了
が
迫
る
中
、
松
﨑
は
接
近
戦
を

嫌
い
、
遠
間
か
ら
勝
負
を
仕
掛
け
る
。
松

﨑
が
裏
か
ら
飛
び
込
み
面
を
放
つ
が
、
惜

し
く
も
決
ま
ら
な
い
。
そ
の
直
後
、
松
﨑

は
剣
先
を
少
し
下
げ
、
そ
こ
か
ら
思
い
切

っ
て
面
に
飛
ぶ
。
竹
ノ
内
も
出
ば
な
面
を

狙
う
が
一
瞬
遅
れ
、
松
﨑
の
面
が
決
ま

り
、
勝
負
は
タ
イ
に
。
延
長
戦
に
突
入
し

て
も
、
松
﨑
が
機
会
良
く
面
を
繰
り
出

す
。
延
長
戦
開
始
１
分
過
ぎ
、
接
近
し
た

状
態
か
ら
互
い
に
下
が
り
、
一
足
一
刀
の

間
合
と
な
る
。
そ
の
瞬
間
、
竹
ノ
内
が
足

を
止
め
る
と
、
松
﨑
は
そ
の
隙
を
見
逃
さ

ず
、
２
本
目
と
同
様
、
捨
て
切
っ
て
面
に

飛
ぶ
。
松
﨑
の
竹
刀
は
竹
ノ
内
の
面
を
捉

え
、
松
﨑
は
逆
転
勝
ち
で
準
決
勝
に
駒
を

進
め
た
。

　

竹
下
は
序
盤
か
ら
引
き
面
や
小
手
な

ど
、
多
彩
な
技
で
攻
め
て
い
く
が
、
惜
し

く
も
決
め
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
両
者

は
決
め
手
を
欠
い
て
、
延
長
戦
に
突
入
。

延
長
開
始
３
分
半
過
ぎ
、
竹
下
が
一
つ
踏

み
込
ん
で
間
合
を
詰
め
る
と
、
足
立
は
数

歩
下
が
っ
て
間
合
を
切
る
。
竹
下
は
足
立

が
足
を
止
め
た
瞬
間
に
表
か
ら
竹
刀
を
払

う
。
足
立
は
思
わ
ず
表
を
警
戒
し
て
手
元

を
上
げ
る
と
、
竹
下
は
竹
刀
を
瞬
時
に
裏

に
回
す
。
竹
下
の
竹
刀
は
そ
の
ま
ま
足
立

の
小
手
を
鋭
く
捉
え
て
、
勝
負
あ
り
。
竹

下
が
昨
年
に
続
き
、
ベ
ス
ト
４
入
り
を
決

め
た
。

○
ベ
ス
ト
８
＝
足あ

立だ
ち

柳り
ゅ

次う
じ

選
手（
埼
玉
県
警
）

　準々決勝③

দ㟒࢜ݡ
ʢஜେ̏ʣ

ϊ༎也
ʢࢹܯிʣϝϝ―　ϝ

　準々決勝④

Լ༸ฏ
ʢେܯݝʣ

ཱ༄࣍
ʢ࡛ܯݝۄʣί　―　　

「
最
後
は
足
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
い
つ

も
打
た
れ
る
場
面
で
小
手
を
打
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
前
回
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た

時
は
無
我
夢
中
で
し
た
が
、
今
回
は
考
え

て
出
し
た
技
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
日
は
悔
し
さ
の
方
が
大
き
い

の
で
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
た
い
で
す
」

準々決勝③＝
松﨑（左）は終了間際に面を取り返す

◀︎準々決勝④＝
　竹下（右）が足立の手元の上がりに小手を決める
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　準決勝①

ᅳ༑㑘ଠ࿕
ʢԬܯݝʣ

લాت߁
ʢେࡕܯʣϝί―　　

　準決勝②

দ㟒࢜ݡ
ʢஜେ̏ʣ

Լ༸ฏ
ʢେܯݝʣϝ　―　　

　

序
盤
か
ら
、
國
友
が
細
か
い
足
さ
ば
き

で
間
合
を
詰
め
、
前
田
は
そ
れ
を
嫌
っ
て

間
合
を
切
る
と
い
う
展
開
が
続
く
。
中

盤
、
遠
間
か
ら
國
友
が
徐
々
に
間
合
を
詰

め
て
い
き
、
そ
の
ま
ま
面
を
打
ち
込
ん
で

先
取
。
開
始
５
分
過
ぎ
、
國
友
は
前
田
を

場
外
際
に
追
い
込
む
。
國
友
が
遠
間
か
ら

鋭
く
一
足
一
刀
の
間
合
に
入
る
と
、
前
田

は
た
ま
ら
ず
面
に
出
る
。
國
友
は
待
っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
に
、
前
田
の
起
こ
り
に

小
手
を
切
り
込
み
、
二
本
勝
。
國
友
は
３

度
目
と
な
る
決
勝
進
出
を
決
め
、
初
の
栄

冠
を
狙
う
。

○
３
位
＝
前ま
え

田だ

康や
す

喜き

選
手
（
大
阪
府
警
）

「
國
友
選
手
は
面
主
体
の
正
統
派
の
剣
道

で
、
構
え
て
い
て
圧
力
の
あ
る
選
手
で

す
。
今
日
は
攻
め
の
強
さ
で
負
け
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
勝
ち
進
ん
で
く
る

と
、
技
術
的
な
面
で
差
は
あ
ま
り
な
く
、

攻
め
方
と
気
持
ち
の
つ
く
り
方
が
勝
負
の

分
か
れ
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

蹲
踞
か
ら
立
ち
上
が
り
、
松
﨑
は
竹
刀

を
表
、
裏
と
小
さ
く
動
か
し
な
が
ら
間
合

を
詰
め
て
い
く
。
そ
し
て
竹
刀
が
裏
に
回

っ
た
瞬
間
に
大
き
く
表
に
回
し
て
、
伸
び

の
あ
る
面
を
繰
り
出
す
。
竹
下
は
表
か
ら

防
ぐ
が
、
間
に
合
わ
ず
、
松
﨑
が
開
始
８

秒
で
先
制
す
る
。
竹
下
は
取
り
返
そ
う
と

前
に
出
て
い
く
。
し
か
し
初
太
刀
で
打
た

れ
た
面
を
警
戒
し
て
い
る
の
か
、
松
﨑
が

前
に
出
る
と
竹
下
は
間
合
を
切
り
、
攻
め

が
繋つ
な

が
ら
な
い
。
そ
の
ま
ま
時
間
終
了
と

な
り
、
大
学
３
年
生
の
松
﨑
が
決
勝
で
國

友
に
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。

○
３
位
＝
竹た
け

下し
た

洋よ
う

平へ
い

選
手
（
大
分
県
警
）

「
油
断
を
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
相
手
の
素
早
い
技
に
対
処
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
完
敗
で
す
。
１
年
間
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
去
年
と
同
じ
結
果
と

い
う
こ
と
は
努
力
が
足
り
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
後
悔
と
反
省
の
残
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
」

準決勝①＝國友（左）の面

準決勝②＝松﨑（右）が初太刀で面を決める

前半は互いに構え合った状態での攻防が続いた



9

　

國
友
は
立
ち
上
が
り
か
ら
足
を
細
か
く

使
っ
て
攻
め
て
い
く
。
対
す
る
松
﨑
は
國

友
の
攻
め
が
強
い
の
か
、
こ
れ
ま
で
見
せ

て
い
た
飛
び
込
み
面
が
な
か
な
か
出
せ
な

い
。
剣
先
で
の
静
か
な
攻
防
が
続
き
、
会

場
に
は
竹
刀
が
触
れ
合
う
音
が
響
く
。
終

盤
、
松
﨑
が
よ
う
や
く
面
に
飛
び
込
む
が

や
や
浅
く
、
一
本
に
は
な
ら
な
い
。

　

試
合
は
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
戦
開
始

１
分
半
過
ぎ
、
國
友
は
、
松
﨑
が
小
手
を

打
と
う
と
体
勢
が
崩
れ
た
と
こ
ろ
に
面
を

打
ち
込
む
が
、
惜
し
く
も
決
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
國
友
は
松
﨑
の
面
を
返
し
て
面
に

応
じ
る
が
、
こ
れ
も
わ
ず
か
に
部
位
を
外

す
。
接
近
し
た
状
態
と
な
り
、
間
合
を
切

っ
て
仕
切
り
直
し
た
直
後
、
松
﨑
は
面
を

打
と
う
と
始
動
す
る
。
國
友
は
、
松
﨑
の

出
ば
な
に
小
手
を
打
ち
込
む
と
、
竹
刀
は

部
位
を
捉
え
る
。
松
﨑
も
す
か
さ
ず
防
御

に
切
り
替
え
る
が
、
す
で
に
手
遅
れ
。
國

友
の
小
手
に
旗
が
３
本
上
が
っ
た
。

　

國
友
は
３
回
目
の
決
勝
進
出
に
し
て
、

初
の
優
勝
。
念
願
の
頂
点
に
登
り
つ
め
た

國
友
に
、
観
客
か
ら
万
雷
の
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

一
方
、
松
﨑
は
初
戦
か
ら
思
い
切
り
の

良
い
面
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。
今
後
も
そ

の
清す
が

々す
が

し
い
戦
い
ぶ
り
に
期
待
し
た
い
。

　決　勝

ᅳ༑㑘ଠ࿕
ʢԬܯݝʣ

দ㟒࢜ݡ
ʢஜେ̏ʣί　―　　

決勝＝國友（右）は松﨑が小手を打とうと崩れたところに面を仕掛ける

前半は互いに構え合った状態での攻防が続いた
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國
友
選
手
は
決
勝
が
終
わ
っ
た
直
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
粒
の
汗
を
拭
い
な
が

ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
く
れ
た
。

◇

　

國
友
選
手
は
今
回
で
３
回
目
の
決
勝
進

出
と
な
っ
た
。
し
か
し
過
去
２
回
は
、
竹

ノ
内
佑
也
選
手
（
筑
波
大
３
年
・
当
時
）、

勝か
つ

見み

洋よ
う

介す
け

選
手（
神
奈
川
県
警
）に
敗
れ
、

準
優
勝
で
涙
を
飲
ん
で
い
る
。
上
位
常
連

に
な
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
頂
点
を
…
と
の
激

励
も
増
え
て
き
た
そ
う
だ
。

「
周
り
か
ら
は
、
優
勝
と
準
優
勝
は
全
く

違
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
私

に
と
っ
て
“
優
勝
”
は
遠
く
、
な
か
な
か

見
え
な
い
も
の
で
し
た
。
優
勝
す
る
に
は

毎
日
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
積
み
重
ね
る
し

か
な
い
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
挑
ん
だ

決
勝
戦
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
松
﨑
選
手
は
出
ば
な
技
も
上う

手ま

い
し
、

遠
く
か
ら
も
打
て
る
。
攻
め
が
と
て
も
多

彩
で
す
。
学
生
だ
と
は
考
え
ず
、
挑
戦
者

の
つ
も
り
で
戦
い
ま
し
た
。
私
は
出
ば
な

技
と
攻
め
の
圧
力
で
相
手
を
崩
し
て
い
こ

う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
決
め
た

小
手
は
、
何
本
か
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
技

を
出
せ
た
後
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
相
手

が
迷
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
あ
の
場
面
で
小
手
が
出
た
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。
自
分
で
は
小
手
を
出
そ
う

と
い
う
意
識
は
な
く
、
あ
の
よ
う
な
場
面

で
は
い
つ
も
な
ら
出
な
い
技
で
す
」

　

決
勝
戦
で
は
構
え
を
崩
さ
ず
に
、
前
に

攻
め
て
い
く
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
國
友
選

手
。
決
勝
戦
に
は
ど
の
よ
う
な
心
境
で
臨

ん
だ
の
か
。

「“
３
回
目
の
準
優
勝
”
は
許
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
に

か
く
相
手
に
集
中
し
て
、
自
分
の
良
い
と

こ
ろ
を
全
て
出
そ
う
と
臨
み
ま
し
た
」

　

昨
年
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
３
年
に
１
度

の
世
界
選
手
権
。
そ
の
大
会
で
、
國
友
選

手
は
日
本
代
表
か
ら
外
れ
た
。
し
か
し
、

す
で
に
次
へ
の
戦
い
は
始
ま
っ
て
い
る
。

國
友
選
手
は
、
２
０
２
１
年
に
行
わ
れ
る

世
界
選
手
権
の
日
本
代
表
候
補
選
手
と
し

て
強
化
講
習
会
に
招
集
さ
れ
、
決
勝
で
戦

っ
た
松
﨑
選
手
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

「
強
化
講
習
会
で
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

先
生
方
や
選
手
の
皆
さ
ん
と
稽
古
が
で
き

る
の
で
非
常
に
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
応
じ
技

や
引
き
技
な
ど
、
技
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
そ
う
と
稽
古
を
積
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
す
で
に
代
表
候
補
の
中
で
は
、

上
か
ら
数
え
た
方
が
早
い
年
齢
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高
い
中
で
も
、
中

心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
い
で
す
」

　

こ
の
日
、
國
友
選
手
と
戦
っ
た
選
手
た

ち
は
國
友
選
手
の
強
さ
に
つ
い
て
、
異
口

同
音
に「
攻
め
の
強
さ
」と
語
っ
た
。
堂
々

た
る
構
え
で
相
手
に
圧
を
か
け
る
國
友
選

手
が
、
日
の
丸
を
背
負
っ
て
戦
う
姿
を
見

て
み
た
い
。

「“
３
回
目
の
準
優
勝
”
は
許
さ
れ
な
い
」
︱
︱

不
退
転
の
決
意
で
摑
ん
だ
初
優
勝

◎
優
勝
＝
國く
に

友と
も

鍊れ
ん

太た

朗ろ
う

選
手
（
福
岡
県
警
）

◎
準
優
勝
＝
松ま
つ

﨑ざ
き

賢け
ん

士し

郎ろ
う

選
手（
筑
波
大
３
年
）

「
最
後
は
誘
わ
れ
て
、
手
元
を
浮
か
さ
れ

た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
得
意

の
面
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
が
、
國
友
選
手

の
攻
め
が
強
く
て
な
か
な
か
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
は
初
出
場
で
、
中
途
半
端

な
試
合
展
開
と
な
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
相
手
に
取
ら
れ
る
こ
と
を
恐

れ
ず
に
、
自
分
が
行
け
る
と
思
っ
た
と
こ

ろ
で
思
い
切
っ
て
技
を
出
せ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
こ
と
は
自
信
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
最
後
に
負
け
た
こ

と
は
悔
し
い
の
で
、
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ

ず
に
来
年
優
勝
で
き
る
よ
う
、
一
か
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ
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公開演武（日本剣道形）
打太刀・蒔田実範士、仕太刀・笠村浩二範士開場前から多くの観客が詰め掛けた

第67回　全日本剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
國
友
鍊
太
朗
（
福
岡
）

ฏ（ւ道）̎ճ　四ஈ྇　ాࢁ

Ճ౻　ढ़ี（Ԭ　ࢁ）̍ճ　六ஈ

୩　༸྄（Ѫ　）̎ճ　六ஈ

ଜࢁ　　ਔ（神ಸ）̍ճ　六ஈ

ଜ上　ହ（Ѫ　ඤ）̎ճ　ޒஈ

上ߐᔭوେ（ԭ　ೄ）̐ճ　࿉六

দ࢜ݡ（ҵ　）̎ճ　四ஈ

ஈޒ　ճ̐（լ　࣎）Ӣ　༔༎ࡾ

ஈޒ　༏ଠ（৽　ׁ）̎ճ　௺ࡔ

ݪ　　ྒ（　ౡ）̍ճ　ޒஈ

֯　ஐ࣊（　）̎ճ　࿉六

ஈޒ　ճ̍（ۄ　࡛）ฏ߁　ాࣰ

ϊ༎（౦　ژ）̏ճ　ޒஈ

ੁ　ོߦ（ฌ　ݿ）̍ճ　ޒஈ

武ా　େ（ٶ　）̏ճ　ޒஈ

ճ　六ஈ̎（ౡࣇࣛ）℄武　ޱࢁ

₲　େ৺（ळ　ా）̑ճ　ޒஈ

Լ　༸ฏ（େ　）̒ճ　六ஈ

দ本　ໞ通（　Ԭ）̍ճ　ޒஈ

ஈޒ　ճ̐（ࢁՎ）प　　ݪּ

Ԭޫ݈ଠ（ઍ　༿）̍ճ　ޒஈ

தᖒ　ެو（ߴ　）̏ճ　ޒஈ

ଜ　　৺（ࢁ　ས）̍ճ　࿉六

தଜ　ॣଠ（੩　Ԭ）̍ճ　四ஈ

ஈޒ　ճ̍（࡚　ٶ）ڿل　อٱ

ஈޒ　ճ̍（ෞ　ذ）本　　ঊ܀

୩　༗ً（େ　ࡕ）̎ճ　ޒஈ

ճ　四ஈ̍（形　ࢁ）Ұً　ా܀

ࣲా　ॣհ（ޱ　ࢁ）̍ճ　ޒஈ

ଜ　ྑҰ（౦　ژ）�3ճ　教ࣣ

ཱ　༄（ۄ　࡛）࣍̐ճ　ޒஈ

ஈޒ　ճ̎（ࢁ　）　ᇈհߥ

出場
回数

࿉六　̐ճ（ಙ　ౡ）େੴ　༸史

հ྄　ࢠۚஈ　̍ճ（　Ҫ）ޒ

ت߁　લా（ࡕ　େ）ஈ　̏ճޒ

ོ߂　౻ࠤஈ　̑ճ（ઍ　༿）ޒ

Լ　ਅࢁஈ　̎ճ（ҵ　）ޒ

ஈ　̎ճ（੩　Ԭ）٢　　ਅޒ

࿉六　̎ճ（ࠤ　լ）ޱݪ　ޭੈ

ࢤ　ࡔ⁊ஈ　̍ճ（੨　）ޒ

ٛو　ࢠӹ（ۄ　࡛）ஈ　̍ճޒ

ߤ　　৲ాஈ　̍ճ（　࡚）ޒ

ஈ　̔ճ（ւ道）҆౻　　ᠳޒ

رஈ　̍ճ（ௗ　औ）ਅా　ହޒ

ஈ　̍ճ（Ѫ　）ଜ　྄༞ޒ

六ஈ　̏ճ（ੴ　）ࣰҪ　ᚠଠ

ཾ　　߹（　ژ）ஈ　̍ճޒ

六ஈ　̏ճ（౦　ژ）Ҫथ

࿉六　̒ճ（ࡾ　ॏ）ּี　ݪ

খ֯　๎थ（ࡕ　େ）ஈ　̍ճࡾ

ஈ　̍ճ（　ౡ）େ୩　ঢฏޒ

ࣇ݈　ڷޗஈ　̍ճ（ౡ　ࠜ）ޒ

　　ࢢஈ　̎ճ（ಢ　）ޒ

六ஈ　̒ճ（۽　本）ଜ　ӳٱ

࿉六　̒ճ（౦　ژ）ിத　ี

ஈ　̏ճ（　Ԭ）ଜཾଠޒ

ت本　େࢁஈ　̎ճ（ઍ　༿）ޒ

四ஈ　̎ճ（ಸ　ྑ）લా　ᰌޛ

　ོհੁ（ख　ؠ）ஈ　̐ճޒ

࿉六　̎ճ（߳　）দ本　໌

Լ　༟थ（അ　܈）ஈ　̎ճޒ

ஈ　̑ճ（　Ԭ）ᅳ༑㑘ଠ࿕ޒ

࿉六　̍ճ（神ಸ）Ӝ৳Ұ࿕

࿉ࣣ　̓ճ（ฌ　ݿ）代　উ

ஈҐ ݝબग़໊　ࢯ 出場
回数 ஈҐࢯ　໊ બग़ݝ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ
Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

Ԇ

ϝ

υ

ϝ

ϝ

ϝ

ϝ

ί

ϝ
ϝ

ϝ

ϝ
ϝ

ί

ί

ϝ

ί

ϝ
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ϝ ϝ

ϝ ί

ί

ί

ί

ϝ

ϝ

ϝ

ϝ
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υ
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四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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ニュース　શຊٷಓԕతબखݖେձ

第
70
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

第
70
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

　

第
��
回
の
節
目
と
な
る
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
弓
道
連
盟
、
主
管
＝
東
京
都

弓
道
連
盟
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
明
治
神
宮
・
日
本
武
道
館
ほ
か
）
が
��
月
��
日
〜
��
日
、
全
日
本
弓

道
連
盟
中
央
道
場（
明
治
神
宮
武
道
場
至
誠
館
第
二
弓
道
場
）で
開
催
さ
れ
た
。全
国
か
ら
男
子
の
部
���
名
、

女
子
の
部
��
名
の
選
手
が
参
加
し
、
男
子
の
部
で
は
、
��
射
皆
中
で
大お
お

石い
し

幸こ
う

司じ

五
段
が
、
女
子
の
部
で
は
、

射
詰
競
射
の
末
、
石い
し

田だ

桃も
も

子こ

五
段
が
と
も
に
嬉
し
い
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

予
選
は
、
男
女
と
も
19
日
に
実
施
さ

れ
、
各
自
６
射
を
行
い
、
的
中
数
に
よ
り

決
勝
進
出
の
上
位
24
名
を
決
定
し
た
。
最

下
位
の
選
手
が
複
数
の
場
合
は
、
遠
近
競

射
に
よ
り
順
位
を
決
し
た
。

　

決
勝
は
、
男
女
と
も
20
日
に
実
施
さ

れ
、
各
自
10
射
を
行
い
、
的
中
数
に
よ
り

順
位
を
決
定
し
た
。
最
上
位
者
が
複
数
の

場
合
は
射
詰
競
射
に
て
、
そ
れ
以
外
の
入

賞
者
は
遠
近
競
射
に
よ
り
決
し
た
。

大
石
幸
司

石
田
桃
子

▪
男
子
の
部

▪
女
子
の
部

が
嬉
し
い
初
優
勝

（
五 

段
）

（
五 

段
）

男子の部・優勝＝大石幸司五段

女子の部・優勝＝石田桃子五段
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◎
優
勝
＝
大
石
幸
司
五
段
（
鳥
取
）

「
し
っ
か
り
、
自
分
の
射
を
し
て
い
こ
う

と
実
行
し
た
結
果
が
、
優
勝
に
結
び
つ
い

て
嬉う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
職
場
で
は
４
月
に

異
動
と
な
り
、
練
習
が
や
り
難
い
環
境
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
継
続
し
て
引
く
た

め
、
少
し
遠
い
で
す
が
武
道
館
に
毎
日
通

い
、
練
習
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
理
想
の

射
は
や
は
り
、“
正
射
必
中
”
で
す
。
な

か
な
か
、
そ
こ
ま
で
辿た
ど

り
つ
き
ま
せ
ん

が
、
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

決
勝
は
24
名
で
進
め
ら
れ
、
序
盤
か
ら

失
中
者
が
続
出
す
る
展
開
と
な
っ
た
。
そ

の
な
か
で
石
田
桃
子
、
中
村
裕
美
が
的
中

を
重
ね
て
い
っ
た
。
10
射
目
が
終
わ
り
、

優
勝
争
い
は
９
中
の
両
名
に
絞
ら
れ
た
。

　

注
目
の
射
詰
競
射
で
先
に
射
っ
た
の
は

石
田
。
観
衆
が
固か
た

唾ず

を
吞の

ん
で
見
守
る
な

か
、
石
田
の
矢
は
緩
い
弧
を
描
き
な
が
ら

的
に
吸
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に
続
き
た
い

中
村
だ
っ
た
が
、
無
情
に
も
矢
は
外
れ
て

競
射
は
終
了
。
射
詰
を
制
し
て
石
田
桃
子

が
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
中
村
は
２

位
に
入
賞
。
３
位
〜
５
位
は
、
遠
近
競
射

に
よ
り
山
本
真
理
子
、
山
田
直
美
、
長
谷

川
絵
鈴
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果
た
し
た
。

　　

決
勝
進
出
の
24
名
に
は
、
９
月
に
行
わ

れ
た
選
手
権
大
会
３
位
の
森
本
浩
之
や
、

選
手
権
優
勝
経
験
者
の
小
原
裕
幸
、
中
條

大
輔
ら
が
名
を
連
ね
た
。

　

曇
り
空
の
中
、
粛
々
と
始
ま
っ
た
決
勝

で
あ
っ
た
が
、
６
射
目
の
終
わ
り
に
は
、

日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、
陰
日
向
と
と
も
に

勝
負
の
明
暗
も
徐
々
に
分
か
れ
始
め
た
。

小
原
、
大
石
幸
司
、
森
本
が
全
て
的
中
の

６
中
。
続
い
て
、曽
山
良
和
、石
山
佳
彦
、

中
條
、
西
村
英
信
、
瀬
海
貴
之
、
木
田
隆

雄
が
５
中
で
後
を
追
っ
た
。

　

８
射
目
で
小
原
、
森
本
が
失
中
し
、
７

中
に
沈
む
が
、
大
石
は
的
中
を
続
け
て
８

中
の
独
走
状
態
と
な
る
。
小
原
、
森
本
以

外
に
は
曽
山
、
石
山
、
西
村
、
瀬
海
が
７

中
で
続
い
た
。
中
條
、
木
田
は
失
中
を
重

ね
て
優
勝
争
い
か
ら
遠
ざ
か
る
。

　

大
石
の
10
射
目
。
全
員
の
注
目
が
集
ま

る
な
か
、
小
気
味
良
い
音
を
立
て
て
見
事

に
10
射
皆
中
、“
正
射
必
中
”
を
目
指
す

大
石
幸
司
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

９
中
の
曽
山
、
西
村
、
森
本
に
よ
っ
て

遠
近
競
射
が
行
わ
れ
、
曽
山
が
２
位
、
西

村
が
３
位
、
森
本
が
４
位
に
入
賞
。
５
位

に
は
、
田
中
博
文
が
入
っ
た
。

男
子
の
部
入
賞
者

女
子
の
部
入
賞
者

【
大
会
結
果
】

◎
優
勝
＝
石
田
桃
子
五
段
（
東
京
）

「（
優
勝
が
）
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
の
全
国

優
勝
は
初
め
て
で
す
。
先
々
週
は
国
体
の

遠
的
種
目
に
出
て
い
て
、
そ
の
反
省
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
一

緒
に
国
体
を
目
指
し
て
い
る
東
京
都
の
弓

仲
間
に
お
祝
い
の
言
葉
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
、
仕
事
終
わ
り
の

夕
方
か
土
日
の
昼
間
に
東
京
武
道
館
で
週

に
３
回
く
ら
い
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
ゆ

っ
く
り
で
も
い
い
の
で
末
永
く
弓
を
引
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

■
男
子

◎
優
勝
＝
大
石
幸
司
五
段
（
鳥
取
）（
初
）

○
２
位
＝
曽
山
良
和
教
士
六
段
（
石
川
）

▽
３
位
＝
西
村
英
信
五
段
（
岡
山
）

▽
４
位
＝
森
本
浩
之
教
士
六
段
（
愛
媛
）

▽
５
位
＝
田
中
博
文
教
士
六
段
（
宮
崎
）

■
女
子

◎
優
勝
＝
石
田
桃
子
五
段
（
東
京
）（
初
）

○
２
位
＝
中
村
裕
美
錬
士
六
段
（
石
川
）

▽
３
位
＝
山
本
真
理
子
教
士
七
段（
石
川
）

▽
４
位
＝
山
田
直
美
教
士
七
段
（
大
阪
）

▽
５
位
＝
長
谷
川
絵
鈴
五
段
（
茨
城
）

■
男　

子
（
決�

勝
）

■
女　

子
（
決�

勝
）
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日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

ɺͳͥ武道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ 著
ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道に͓͚Δ
　　　ମͱ心

લྛ ਗ਼ 著
ਆށ学Ӄ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

！
介
紹
を
貌
全
の
流
古
で
料
資
な
富
豊
と
真
写
の
枚
０
０
０
２
る
よ
に
材
取
接
直

行
知

　瀬
横
家
究
研
術
武
流
古

著

日本の古武道にはい歴史と伝統があり、ྲྀに࢝ま
るҰࢠ૬伝の຺ʑたるੜ໋のେՏを؏͘ܙとݧܦが
Ұつの見ࣄな体ܥとなってݱ代に伝͑られている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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ニュース　全国柔道指導者研修会

習
得
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
横
受
身

ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
対
人
で
の

投
技
の
指
導
に
入
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

受
身
は
日
常
的
な
動
き
で
は
な
い
た
め
、

特
に
女
子
生
徒
は
マ
ッ
ト
運
動
の
単
元
の

後
に
実
施
す
る
と
、
受
身
の
練
習
に
抵
抗

な
く
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

●
開
講
式

　

午
前
６
時
30
分
よ
り
開
講
式
が
行
わ

れ
、
は
じ
め
に
田た

中な
か

裕ひ
ろ

之ゆ
き

全
日
本
柔
道
連

盟
参
事
お
よ
び
普
及
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
委
員
会

指
導
者
養
成
部
会
委
員
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
本
研
修
会
は
日
本
武
道
館
と
と
も
に
互

い
に
協
力
し
合
い
開
催
し
て
い
る
、
授
業

づ
く
り
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。
全
日
本

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
特
別
講
習

　

大
雨
の
影
響
で
交
通
機
関
が
大
幅
に
乱

れ
、
開
講
式
の
予
定
時
刻
の
午
後
２
時
ま

で
に
研
修
セ
ン
タ
ー
に
た
ど
り
着
い
た
の

は
講
師
11
名
、
参
加
者
15
名
と
記
録
２
名

の
み
。
こ
の
た
め
初
日
の
内
容
を
２
日
目

以
降
に
ず
ら
す
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
日
は
参
加
者
に
特
別
講
習
を
実
施

し
た
。
ま
ず
、
講
師
・
参
加
者
全
員
が
自

己
紹
介
を
行
い
、
参
加
者
を
柔
道
専
門
と

専
門
外
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
別
に
武
道
授

業
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
柔
道
を
専
門
と
し
な
い
グ

ル
ー
プ
で
は
、
鮫さ
め

島し
ま

康こ
う

太た

講
師
が
安
全
な

授
業
実
施
の
た
め
の
基
本
動
作
の
指
導
法

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。「
前
回
り
受
身
の

■
１
日
目
（
��
日
）

　

第
��
回
全
国
中
学
校
（
教
科
）
柔
道
指
導
者
研
修
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
全
日

本
柔
道
連
盟
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
は
��
月
��
日
か
ら
��
日
ま
で
の
３
日
間
、
日
本

武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
で
実
施
さ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実
に
向
け
、
全
国
で
柔
道
を
指
導
す
る
中

学
・
高
校
等
の
指
導
者
を
対
象
に
伝
達
講
習
の
で
き
る
中
核
的
指
導
者
を
養
成
す
る
と

と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
柔
道
を
専
門
と
し
な
い
中
学
校
保
健
体
育
科
教
員
の

授
業
力
向
上
に
資
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
は
大
雨
に
よ
り
電
車
の
運
転
見
合
せ
が
発
生
す
る
な
ど
、
参
加
者
の
足
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
講
師
��
名
、
参
加
者
��
名
、
記
録
２
名
が
参
集
し
、
熱
心
な

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

■
２
日
目
（
��
日
）

武道の持つ教育力を再確認
第 10回全国中学校（教科）柔道指導者研修会
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柔
道
連
盟
は
競
技
団
体
で
す
。
８
月
に
行

わ
れ
た
世
界
選
手
権
を
ご
覧
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
全
柔
連
は
競
技
力
向

上
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
す
る
た

め
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
柔
道

の
持
つ
教
育
的
な
価
値
の
高
さ
に
焦
点
を

当
て
、
柔
道
を
通
じ
た
人
づ
く
り
、
よ
き

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
貢
献
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
こ
の
研
修
会

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
授

業
を
展
開
し
、
柔
道
の
技
能
習
得
を
通
し

た
体
力
の
向
上
と
、
知
識
の
涵か
ん

養よ
う

を
目
的

に
２
日
間
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
中
島
昭
博
日
本
武
道
館
振
興

部
振
興
課
長
が
「
お
忙
し
い
中
、
ま
た
大

雨
の
影
響
で
交
通
機
関
が
乱
れ
る
状
況
の

中
、
研
修
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
研
修
会
は
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
後
援

を
得
て
、
全
日
本
柔
道
連
盟
様
と
共
催
し

て
10
回
目
を
迎
え
る
事
業
で
す
。
日
本
を

代
表
す
る
講
師
の
先
生
方
か
ら
柔
道
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
主
催
者
挨
拶
を
行

っ
た
。

中島昭博
日本武道館振興部振興課長

田中裕之
全日本柔道連盟参事

田中裕之講師による
講義「教育に生かす武道の心」

●
講
義
「
教
育
に
生
か
す
武
道
の
心
」

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
講
習
に
入
り
、
ま

ず
田
中
裕
之
講
師
が
「
教
育
に
生
か
す
武

道
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
武
道
の
持
つ
教
育

性
に
つ
い
て
講
義
し
た

〈
要
旨
〉

　

Ａ
Ｉ
と
勝
負
し
て
も
、
知
識
・
技
能
で

は
敵か
な

い
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
達
で
考
え
て

正
し
い
方
向
に
進
む
力
「
協
働
と
創
造
」

力
の
育
成
が
必
要
で
す
。

　

教
え
込
む
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
教
え

ら
れ
た
こ
と
を
使
い
こ
な
せ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
表
面
的
な
理
解
で
は
な
く
本

質
的
な
理
解
を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
こ

と
を
考
え
、
応
用
や
活
用
が
で
き
る
力
に

繋つ
な

げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

成
長
に
は
次
の
よ
う
な
３
段
階
が
あ
り

新
学
習
指
導
要
領
と
一
致
し
ま
す
。

①
師
の
教
え
を
忠
実
に
「
守
」
る
段
階

…
…
基
礎
・
基
本
と
な
る
知
識
、
技
能
を

教
わ
る
。

②
教
わ
っ
た
基
礎
・
基
本
を
「
破
」
る
段

階
…
…
身
に
つ
け
た
教
え
を
参
考
に
自
分

で
工
夫
し
て
応
用
・
活
用
を
図
る
。

③
師
匠
か
ら
「
離
」
れ
、
生
き
方
を
探
る

段
階
…
…
自
分
の
新
し
い
価
値
観
を
築

き
、
社
会
に
貢
献
し
、
よ
り
良
い
人
生
を

歩
む
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

ୈ ��ճશࠃதֶߍʢڭՊʣॊಓࢦಋऀݚमձ
講ࢣɾࣄہҰཡ

˙講ࢣ
ਐ（大東文化大学スポーツ・健康科学部教授）　ڮߴ　
（東京都練馬区立貫井中学校主幹教諭）݈࢘ڮ∁　
　ాத༟೭（全日本柔道連盟参事）
　үଜݩ৴（東京都立八王子拓真高等学校校長）
　ଜণ（横浜国立大学教育学部教授）
ത（公益財団法人講道館道場指導部次長）װҪ　
　伸ౡ߁ଠ（筑波大学附属高等学校教諭）
　　ӳ也（群馬県立前橋工業高等学校副校長）
　ᢛّே（ 鹿児島大学学術研究院法文教育学域教

育学系〔保健体育〕講師）
（東京都練馬区立練馬中学校校長）࢘野ਅ۽　
　Ҫ　ֶ（神奈川県相模原市相陽中学校副校長）
　ֿ୩फൣ（愛媛県鬼北町立日吉中学校教頭）
　༡ࠤӳಙ（宮城県仙台市立大沢中学校教諭）
Ҫ（福岡県福岡市立原中学校校長）ࡔ　
　ถాً（熊本県合志市立西合志南中学校教諭）
ه˙
Ղจ（筑波大学大学院生）ాࡗ　
ຊಸึ（筑波大学学生）ࢁ　
˙શຊॊಓ࿈ໍࣄہ
　લాསҥ（普及振興課主任）
　ాதѪܙ（普及振興課）
˙ຊಓؗࣄہ
　தౡতത（振興部振興課長）
　٢　५ɾদྛ༟थ（振興部振興課主任）
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ニュース　全国柔道指導者研修会

い
等
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

専
門
外
で
あ
っ
て
も
安
全
面
の
技
術
的
構

造
を
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

●
安
全
で
楽
し
い
授
業
づ
く
り

　

磯い
そ

村む
ら

元も
と

信の
ぶ

講
師
が
、
今
年
度
新
た
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
の
委
託
を
受
け
て
全
日
本
柔
道

連
盟
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
安
全
で
楽
し
い

柔
道
授
業
ガ
イ
ド
』
を
使
っ
て
、
安
全
で

楽
し
い
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
解
説
が
あ

っ
た
。

●
「
固
技
」
の
指
導

　

国
際
武
道
大
学
柔
道
部
の
学
生
８
名
の

協
力
を
得
て
技
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

遊ゆ

佐さ

英ひ
で

徳の
り

講
師
に
よ
る
「
固
技
」
の
指

導
で
は
、
抑
込
の
定
義
と
し
て
「
概
ね
相

手
と
向
か
い
合
う
」「
相
手
の
背
中
と
両

肩
ま
た
は
片
方
の
肩
が
畳
に
つ
い
て
い

る
」「
相
手
の
足
に
絡
ま
れ
て
い
な
い
」

の
３
点
を
説
明
し
た
上
で
、「
袈け

裟さ

固
」「
横

四
方
固
」「
上
四
方
固
」
を
紹
介
し
た
。

引
き
続
き
與よ

儀ぎ

幸ゆ
き

朝と
も

講
師
に
よ
る
「
固
技

●
「
礼
法
」
の
指
導

　

続
い
て
、
向む
か

井い

幹み
き

博ひ
ろ

講
師
に
よ
る
「
基

礎
知
識
・
導
入
・
礼
法
」
の
講
習
が
行
わ

れ
た
。
は
じ
め
に
講
道
館
制
作
の
柔
道
紹

介
映
像
を
視
聴
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
道
館
、
国
際
柔
道
連
盟
、

フ
ラ
ン
ス
柔
道
連
盟
が
協
力
し
、
柔
道
の

基
礎
を
習
得
し
た
い
子
ど
も
達
を
主
な
対

象
と
し
て
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
子
ど

も
の
形
」
を
紹
介
。
こ
の
形
は
７
つ
の
グ

レ
ー
ド
に
分
か
れ
、
段
階
に
応
じ
て
習
得

す
べ
き
動
き
と
技
が
含
ま
れ
て
い
る
と
説

明
し
た
。
講
義
に
続
き
、
大
道
場
に
移
動

し
て
「
立
礼
」「
座
礼
」「
座
り
方
」「
立

ち
方
」
の
基
本
動
作
の
指
導
を
行
っ
た
。

●
柔
道
授
業
の
留
意
点

　

引
き
続
き
、
高た
か

橋は
し

健け
ん

司じ

講
師
が
柔
道
授

業
で
の
留
意
点
を
説
明
し
た
。

〈
要
旨
〉

　

初
心
者
の
指
導
は
「
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
む
初
心
者
」
と
「
仕
方
な
く
取
り
組

む
初
心
者
」
に
大
別
で
き
ま
す
が
、
人
格

の
形
成
や
安
全
の
徹
底
管
理
の
観
点
か
ら

「
ど
ん
な
に
や
り
た
く
て
も
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
」「
ど
ん
な
に
嫌
で
も

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
理
解

さ
せ
、
実
践
さ
せ
ま
す
。

　

教
員
は
専
門
用
語
、
指
導
順
序
、
理
合

鮫島康太講師は対人で行う
「受身」の指導法を紹介

向井幹博講師による「礼法」の指導

遊佐英徳講師の「固技」の指導では抑込の条件を確認した

髙橋健司講師は柔道衣の
部位の名称を解説

新たに発刊された
ガイドブック



21

　

一
つ
目
は
日
本
武
道
館
で
も
重
点
項
目
と
し
て
い
る
複

数
種
目
の
実
施
で
す
。
子
ど
も
達
に
色
々
な
武
道
種
目
を

体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
低
年
齢
層
（
小
学
校
高
学

年
）
に
武
道
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
、
今
後
は
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
人
と
し
て
、
ま
た
教
養
と
し
て
の

「
武
道
」
へ
の
理
解
や
、
世
界
に
対
し
て
自
国
の
伝
統
文

の
自
由
練
習
」
の
講
習
が
行
わ
れ
、
授
業

を
想
定
し
た
ペ
ア
学
習
、
グ
ル
ー
プ
学
習

で
の
練
習
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

●
「
受
身
」「
投
技
」
の
指
導

　

午
後
か
ら
の
「
受
身
」「
投
技
１
」
の

講
習
で
は
鮫
島
康
太
講
師
か
ら
「
柔
道
の

本
来
の
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
る
に
は
、
自

分
の
得
意
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
攻
防

の
場
面
を
繰
り
返
し
体
験
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
安
全
に
配
慮
し
過
ぎ
る
あ

ま
り
、
礼
法
や
受
身
ば
か
り
に
重
点
を
置

く
と
興
味
・
関
心
も
高
ま
ら
ず
、
生
徒
に

柔
道
本
来
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
安
全
管
理
と
楽
し
さ
を

盛
り
込
ん
だ
授
業
づ
く
り
が
、
教
員
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
」と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
米よ
ね

田だ

輝て
る

彦ひ
こ

講
師
が
「
投
技
２
」

で
「
体
落
」「
大
腰
」
を
、
森も
り

英ひ
で

也や

講
師

が
「
投
技
３
」
で
「
大
外
刈
」「
大
内
刈
」

「
小
内
刈
」
を
解
説
し
た
。

　

こ
こ
で
柔
道
専
門
の
参
加
者
と
柔
道
専

門
外
の
参
加
者
の
２
班
に
分
け
、
坂さ
か

井い

武た
け

彦ひ
こ

講
師
に
よ
る
「
技
の
連
絡
、
変
化
」

と
、
福ふ
く

井い
ま

学な
ぶ

講
師
に
よ
る
「
投
技
の
自
由

練
習
」
の
段
階
的
な
指
導
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
た
。
固
技
同
様
に
授
業
に
活い

か
せ
る

指
導
法
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

午
前
８
時
30
分
よ
り
熊く
ま

野の

真ま
さ

司し

講
師
に

よ
る
「
新
学
習
指
導
要
領
と
柔
道
」
の
講

習
が
行
わ
れ
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

伴
う
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
改
善
に

つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
専
門
外
の
教
員
の
た
め
の
授
業

づ
く
り
に
つ
い
て
「
授
業
時
数
が
足
り
な

い
場
合
は
教
え
る
技
を
厳
選
す
る
」「
楽

し
さ
を
伝
え
ら
れ
な
い
場
合
は
初
歩
的
な

ゲ
ー
ム
要
素
を
取
り
入
れ
る
」
な
ど
専
門

外
で
も
工
夫
次
第
で
楽
し
い
授
業
づ
く
り

が
可
能
で
あ
る
と
助
言
し
た
。

　

そ
の
後
、
木き

村む
ら

昌ま
さ

彦ひ
こ

講
師
が
「
生
徒
は

技
や
力
を
磨
き
ま
す
。
指
導
に
は
伝
え
る

力
が
重
要
で
す
。
指
導
者
に
は
『
言
葉
』

を
磨
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
総
括
を
述

べ
た
。

　

引
き
続
き
、
閉
講
式
で
は
、
修
了
証
授

与
と
講
師
講
評
が
行
わ
れ
、
全
日
程
を
終

了
し
た
。

■
３
日
目
（
��
日
）

武
道
必
修
化
に
お
け
る
２
つ
の
課
題

森英也講師が「小内刈」を解説

柔道を専門としない参加者同士が教わった技を
組み合わせて全員の前で自由練習を披露した

化
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
教
育
の
在
り
方
、
根
付
か
せ
方
が
重
要
で
す
。
柔
道
の
み
な

ら
ず
、
武
道
全
体
で
研
究
、
努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

武
道
指
導
者
に
は
、
武
道
の
持
つ
教
育
力
を
流
布
し
、
普
及
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
今
後
は
よ
り
一
層
の
武
道
授
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
講
師
・
参
加
者
が
一

丸
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
進
講
師

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ
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ୈҰষ　౼ͪのى Γ͜ͱٕ๏
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ɹɹɹɹɹࢹܯிज़大会ͷউརͱٕ๏
ɹɹɹɹɹ学ߍମૢͷॊ道ಋೖͷࢼΈ
ɹɹɹɹɹ学ߍʹ͓ Δ͚ॊ道ීٴͷ࣮ଶ
ɹɹɹɹɹߴઐॊ道ͷى Γ͜ͱٕ๏
ɹɹɹɹɹՅೲޒ࣏ͷଞ道ͷۙ
ɹɹɹɹɹਫ਼ྗળ༻ࠃຽମҭͷҊͱٕ๏
ɹɹɹɹɹશຊॊ道બݖ࢜大会ͷ։࠵ͱٕ๏

ୈ࢛ষ　ୈೋੈ࣍ք大ઓޙのॊ道෮׆ͱٕ๏
ɹɹɹɹɹୈೋ࣍大ઓதͷॊ道քͱٕ๏
ɹɹɹɹɹୈೋ࣍大ઓޙͷॊ道ࢭېͱ෮׆
ɹɹɹɹɹٕ֨ॊ道 Β͔道ॊ道
ɹɹɹɹɹঁࢠॊ道ͷٕڝԽͱٕ๏

ୈޒষ　ॊ道ٕ๏のมભͱࡍࠃԽの՝
ɹɹɹɹɹॊ道ٕ๏ͷมભͱಛ
ɹɹɹɹɹॊ道ͷࡍࠃతීٴͱൃల
ɹɹɹɹɹஈҐ੍ͷࡍࠃൺֱ
ɹɹɹɹɹॊ道ͷࡍࠃԽͱ՝

　࣍

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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ʪࠂʫ

日本武道館発行の単行本

にཱͭ
গॊ道ࢦಋ๏

തװ Ҫ 著
ಋ෦՝ࢦ道ؗ道ߨ

	 ̖５判・ฒ製・DVD 付・414 頁 


ঁ子ॊ道の
ͱ՝࢙ྺ　　

߳ ޱࢁ 著
ஜ大学ମ育ܥ।教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田͠ΜͨΖ͏ 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・ฒ製・236 頁 ）

ɺͳͥ武道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ 著
ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

Յೲޒ࣏ൣࢣにֶͿ

ଜ田 थ 著
ྉ෦ࢿ道ؗਤॻߨ

（ 四六判・上製・2�2 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道に͓͚Δ
　　　ମͱ心

લྛ ਗ਼ 著
ਆށ学Ӄ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ॊ道は
͢Β͍͠

ෲ רҰ 著
ॊ道क़لॊؗؗ

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

	 B５判・上製・DVD 付・336 頁 


日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

ʕͦのྺ࢙ͱ՝
ॊ道のࡍࠃԽ

ଜ田 थ著
ྉ෦ࢿ道ؗਤॻߨ

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心をҭむ
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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第 23回世界相撲選手権大会
第 14 回世界女子相撲選手権大会

第 16 回世界ジュニア相撲選手権大会・第８回世界ジュニア女子相撲選手権大会

五十嵐敦（盛岡市役所）が初優勝

23rd SUMO WORLD CHAMPIONSHIPS

世界ジュニア選手権で団体・個人４階級で金メダル
　

ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
の
世
界
一
を
決
め
る

第
��
回
世
界
相
撲
選
手
権
大
会
な
ど
４
大

会
が
��
月
��
日
、
大
阪
府
堺
市
の
大
浜
公

園
相
撲
場
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
台
風
��

号
の
影
響
で
日
程
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
世
界
各
地
か
ら
総
勢
���
名
の
力
自

慢
が
集
ま
り
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
熱
戦
が

展
開
さ
れ
た
。
日
本
勢
は
、
世
界
相
撲
選

手
権
大
会
の
重
量
級
で
五い

十が
ら

嵐し
あ

敦つ
し

が
初
優

勝
。
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選
手
権
で
団
体

戦
と
個
人
戦
４
階
級
の
５
部
門
で
完
全
制

覇
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
健
闘
し
た
。

　

行
わ
れ
た
大
会
は
、
ほ
か
に
第
14
回
世

界
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
、
第
16
回
ジ
ュ

ニ
ア
相
撲
選
手
権
大
会
、
第
８
回
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
。
国
際
相

撲
連
盟
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
正
式
承
認
さ
れ
た

こ
と
、
堺
市
を
含
む
３
市
に
ま
た
が
る

百も

ず
舌
鳥
・
古ふ
る

市い
ち

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
表
記
の
と

お
り
記
念
大
会
と
冠
が
つ
い
た
。

　

世
界
相
撲
選
手
権
大
会
と
世
界
女
子
相

撲
選
手
権
大
会
の
両
大
会
（
参
加
者
＝
29

カ
国
・
地
域
、
168
名
）
は
、
今
大
会
か
ら

個
人
戦
に
軽
重
量
級
を
新
設
。
い
ず
れ
も

個
人
戦
（
軽
量
級
、中
量
級
、軽
重
量
級
、

重
量
級
、
無
差
別
級
）
と
団
体
戦
の
計
６

世界相撲選手権大会・重量級表彰＝五十嵐敦が初優勝を飾る

ੈք૬
બखݖେձ
ॏྔڃ
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部
門
で
競
っ
た
。ジ
ュ
ニ
ア
の
２
大
会（
参

加
＝
18
カ
国
・
地
域
、
77
名
）
は
従
来
通

り
個
人
戦
（
軽
量
級
、中
量
級
、重
量
級
、

無
差
別
級
）
と
団
体
戦
の
計
５
部
門
。

▼
個
人
戦
・
軽
量
級

　

軽
量
代
表
の
宮み
や

城ぎ

陽よ
う

（
日
本
体
育
大

学
）
は
、
１
回
戦
で
イ
ラ
ン
の
選
手
に
上

手
投
げ
で
敗
れ
、
敗
者
復
活
戦
に
３
位
の

夢
を
か
け
た
が
、
最
終
戦
で
ド
チ
ェ
ブ
・

ペ
ン
チ
ョ
ー
・
ミ
ン
チ
ェ
ブ
に
押
し
倒
し

で
敗
れ
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
。
こ
の
階
級
は

19
回
・
20
回
大
会
で
中
村
友
哉
（
現
・
炎

鵬
関
）
が
優
勝
し
、
大
相
撲
へ
進
ん
だ
。

◎
優
勝
＝
セ
ミ
ク
ラ
ズ
・
ス
ビ
ア
ト
ス
ラ

フ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

○
２
位
＝
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
ザ
デ
イ
・
ジ
ョ
ー

ジ
ー
（
ロ
シ
ア
）

▽
３
位
＝
ド
チ
ェ
ブ
・
ペ
ン
チ
ョ
ー
・
ミ

ン
チ
ェ
ブ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）、

エ
ル
セ
フ
ィ
ー
・
ア
ブ
デ
ル

ラ
ー
マ
ン
（
エ
ジ
プ
ト
）

▼
個
人
戦
・
中
量
級

　

深
野
良
太
（
日
本
体
育
大
学
）
は
予
選

か
ら
、
相
手
の
懐
に
入
る
ス
ピ
ー
ド
相
撲

で
順
調
に
決
勝
ま
で
進
ん
だ
が
、
決
勝
は

バ
ー
サ
ン
ド
ル
ジ
・
バ
ド
ル
の
モ
ン
ゴ
ル

相
撲
独
特
の
し
ぶ
と
さ
に
苦
戦
。
寄
り
倒

し
で
敗
れ
優
勝
を
逃
し
た
。

◎
優
勝
＝
バ
ー
サ
ン
ド
ル
ジ
・
バ
ド
ル（
モ

ン
ゴ
ル
）

○
２
位
＝
深
野
良
太
（
日
本
体
育
大
学
）

▽
３
位
＝
リ
ー
ヒ
オ
ジ
ャ
ー
・
オ
ス
カ
ー

リ
ー
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
ル

ト
ー
・
ミ
チ
ャ
ル
・
ト
マ
ス
ズ

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

▼
個
人
戦
・
軽
重
量
級

　

長お
さ

内な
い

孝こ
う

樹じ
ゅ（
近
畿
大
学
）は
準
々
決
勝
、

準
決
勝
を
、
掬す
く

い
投
げ
、
寄
り
切
り
で
勝

利
し
決
勝
へ
。
相
手
は
ア
ブ
ダ
ラ
ー
・
ザ

デ
ィ
・
コ
ン
ス
テ
ィ
ン
。
長
内
は
、
ま
わ

し
を
取
っ
て
投
げ
で
崩
し
、
寄
り
立
て
た

も
の
の
、
土
俵
際
で
廻
り
こ
ま
れ
逆
に
吊

り
出
さ
れ
て
敗
れ
、
新
し
い
階
級
で
の
初

代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
を
逃
し
た
。

◎
優
勝
＝
ア
ブ
ダ
ラ
ー
・
ザ
デ
ィ
・
コ
ン

ス
テ
ィ
ン
（
ロ
シ
ア
）

○
２
位
＝
長
内
孝
樹
（
近
畿
大
学
）

▽
３
位
＝
ダ
イ
オ
ー
リ
ー
・
バ
ズ
ハ
ー（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）、
キ
ャ
ス
マ
ン
ベ

ト
ブ
・
エ
ー
ベ
ッ
ク
（
キ
ル
ギ

ス
タ
ン
）

開会式

個人戦・軽重量級（決勝）＝長内（右）対コンスティン 個人戦・中量級（表彰）＝２位・深野良太

○
世
界
相
撲
選
手
権
大
会
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▼
個
人
戦
・
重
量
級

　

五い

十が
ら

嵐し
あ

敦つ
し

（
盛
岡
市
役
所
）
は
予
選
か

ら
得
意
の
押
し
相
撲
で
順
調
に
勝
ち
上
が

り
、
決
勝
戦
で
は
サ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ル

イ
と
対
戦
。
鋭
い
立
ち
合
い
後
、
上
手
を

引
き
つ
け
、
サ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
を
一
方
的

に
寄
り
切
っ
て
初
優
勝
し
、
日
本
勢
と
し

て
本
大
会
唯
一
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
五
十
嵐
敦
（
盛
岡
市
役
所
）

○
２
位
＝
サ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ル
イ
（
ブ

ラ
ジ
ル
）

▽
３
位
＝
バ
ギ
ャ
エ
ブ
・
ラ
ス
ラ
ン
（
ロ

シ
ア
）、
ヴ
ァ
レ
シ
ウ
ク
・
オ

レ
ク
サ
ン
ド
ラ（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

▼
個
人
戦
・
無
差
別
級

　

黒く
ろ

川か
わ

宏こ
う

次じ

朗ろ
う

（
拓
殖
大
学
職
員
）
は
、

力
相
撲
で
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
で

ナ
ム
ス
ラ
イ
ジ
ャ
ブ
・
バ
ツ
ー
リ
ー
と
対

戦
。
先
攻
し
て
寄
り
立
て
た
が
、
タ
イ
ミ

ン
グ
の
い
い
上
手
出
し
投
げ
で
敗
れ
た
。

第
20
回
大
会
で
兄
の
黒
川
宗
一
朗
が
同
階

級
で
優
勝
し
て
お
り
、
期
待
さ
れ
た
が
、

夢
の
兄
弟
制
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。

◎
優
勝
＝
ナ
ム
ス
ラ
イ
ジ
ャ
ブ
・
バ
ツ
ー

リ
ー
（
モ
ン
ゴ
ル
）

○
２
位
＝
黒
川
宏
次
朗（
拓
殖
大
学
職
員
）

▽
３
位
＝
カ
ー
ス
ト
ナ
ー
・
ロ
バ
ー
ト（
ハ

ン
ガ
リ
ー
）、
ク
ド
エ
フ
・
エ

ド
ゥ
ア
ー
ド
（
ロ
シ
ア
）

▼
団
体
戦

　

日
本
は
先
鋒
・
五
十
嵐
敦
、
中
堅
・
黒

川
宏
次
朗
、
大
将
・
西さ
い

郷ご
う

智と
も

博ひ
ろ

（
鳥
取
県

庁
）
の
布
陣
で
挑
み
準
決
勝
ま
で
全
勝
で

進
ん
だ
。
決
勝
戦
は
黒
川
に
替
え
て
三み

輪わ

隼は
や

斗と

（
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
を
投
入
し
て
ロ
シ

ア
に
挑
ん
だ
。
先
鋒
・
五
十
嵐
は
土
俵
際

ま
で
押
し
込
ん
だ
が
、
突
き
落
と
し
で
敗

れ
た
。
中
堅
・
三
輪
は
立
ち
合
い
か
ら
の

速
攻
で
一
気
に
も
ろ
差
し
で
寄
り
切
っ
て

勝
利
し
た
。
大
将
戦
で
は
西
郷
が
四
つ
に

組
ん
で
寄
り
立
て
た
が
、
土
俵
際
で
体
を

入
れ
替
え
ら
れ
て
、
寄
り
倒
し
で
敗
れ
、

日
本
の
連
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。

◎
優
勝
＝
ロ
シ
ア

○
２
位
＝
日
本

▽
３
位
＝
エ
ジ
プ
ト
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

▼
個
人
戦
・
軽
量
級

　

奥お
く

富と
み

夕ゆ
う

夏か

（
日
本
大
学
）
は
、
１
回
戦

で
ダ
ズ
ヘ
ン
コ
ー
・
ア
リ
ー
ナ
ー
に
上
手

投
げ
で
敗
れ
、
敗
者
復
活
戦
に
回
っ
た
。

雪
辱
す
べ
く
挑
ん
だ
３
位
決
定
最
終
戦

で
、
ド
イ
ツ
の
選
手
に
下
手
出
し
投
げ
で

勝
っ
て
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
決
勝

は
、
奥
富
を
破
っ
た
ダ
ズ
ヘ
ン
コ
ー
・
ア

リ
ー
ナ
ー
が
コ
ー
ヴ
ァ
ル
・
ヴ
ェ
ラ
を
下

手
投
げ
で
破
り
、
優
勝
し
た
。

◎
優
勝
＝
ダ
ズ
ヘ
ン
コ
ー
・
ア
リ
ー
ナ
ー

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

○
２
位
＝
コ
ー
ヴ
ァ
ル
・
ヴ
ェ
ラ（
ロ
シ
ア
）

▽
３
位
＝
奥
富
夕
夏
（
日
本
大
学
）、
ロ

ー
ザ
ム
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）

個人戦・重量級（決勝）＝五十嵐（奥）が寄り切りで優勝を決める

団体戦・決勝＝三輪が寄り切りで勝利

○
世
界
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
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▼
個
人
戦
・
中
量
級

　

松ま
つ

本も
と

渚な
ぎ
さ（
立
命
館
大
学
）
は
２
回
戦
で

コ
ー
レ
ス
ニ
ッ
ク
・
ケ
ー
リ
ナ
に
敗
れ
、

敗
者
復
活
最
終
戦
で
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
選
手

に
押
し
出
し
で
勝
利
し
、３
位
入
賞
し
た
。

◎
優
勝
＝
ス
ク
ラ
ジ
ノ
ー
ス
カ
ー
・
マ
グ

ダ
ー
・
カ
タ
ル
ジ
ナ
（
ポ
ー
ラ

ン
ド
）

○
２
位
＝
コ
ー
レ
ス
ニ
ッ
ク
・
ケ
ー
リ
ナ

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

▽
３
位
＝
松
本
渚
（
立
命
館
大
学
）、
ス

ク
ミ
ド
ツ
ド
ー
フ
・
ダ
ニ
ェ
ラ
ー
・

エ
デ
ィ
ス
・
エ
リ
ナ
（
ド
イ
ツ
）

▼
個
人
戦
・
軽
重
量
級

　

石
井
さ
く
ら（
墨
田
区
立
本
所
中
学
校
）

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
で
あ
り
な
が
ら
シ
ニ
ア
に

も
出
場
。
世
界
の
強
豪
相
手
に
決
勝
ま
で

進
み
マ
キ
シ
メ
ン
コ
・
マ
リ
ー
ナ
に
敗
れ

た
が
、
堂
々
の
２
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
マ
キ
シ
メ
ン
コ
・
マ
リ
ー
ナ（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）

○
２
位
＝
石
井
さ
く
ら
（
墨
田
区
立
本
所

中
学
校
）

▽
３
位
＝
オ
ー
ヤ
シ
ュ
コ
バ
ー
・
マ
ー
リ

ヤ
・
ゲ
ル
ギ
ノ
バ
（
ブ
ル
ガ
リ

ア
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ァ
・

ア
ン
ナ
（
ロ
シ
ア
）

▼
個
人
戦
・
重
量
級

　

久ひ
さ

野の

愛あ
い

莉り

（
日
本
大
学
）
は
１
回
戦
で

ポ
リ
ア
ゴ
ヴ
ァ
・
ア
ン
ナ
に
上
手
投
げ
で

敗
れ
た
が
、
敗
者
復
活
戦
で
勝
利
し
、
３

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
ポ
リ
ア
コ
ヴ
ァ
・
ア
ン
ナ
（
ロ

シ
ア
）

○
２
位
＝
ベ
レ
ゾ
ス
カ
・
イ
ヴ
ァ
ン
ナ（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）

▽
３
位
＝
久
野
愛
莉
（
日
本
大
学
）、
ブ

ン
エ
ー
デ
ィ
ン
・
ト
フ
シ
ン
ジ

ャ
ガ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
）

▼
個
人
戦
・
無
差
別
級

　

今こ
ん

日ひ

和よ
り

（
立
命
館
大
学
）
は
順
調
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
で
ヤ
ー
ロ
ム
カ
ー
・
ス
ビ

ト
ラ
ナ
ー
と
対
戦
。
得
意
の
押
し
で
攻
め

よ
う
と
す
る
も
一
廻
り
以
上
も
大
柄
な
相

手
に
一
方
的
に
押
さ
れ
、
寄
り
切
り
で
敗

れ
、
２
位
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
ヤ
ー
ロ
ム
カ
ー
・
ス
ビ
ト
ラ
ナ�

ー
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

○
２
位
＝
今
日
和
（
立
命
館
大
学
）

▽
３
位
＝
サ
ン
・
ペ
イ
ユ
（
台
湾
）、
ダ

グ
バ
ド
ジ
ジ
・
ゾ
ル
ジ
ャ
ー
ギ

ャ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
）

▼
団
体
戦

　

日
本
は
、
先
鋒
・
山や
ま

下し
た

紗さ

莉り

奈な

（
日
本

大
学
）、
中
堅
・
久
野
愛
莉
、
大
将
・
今

日
和
の
布
陣
で
挑
ん
だ
。
初
戦
の
２
回
戦

で
台
湾
に
３
対
０
、
準
決
勝
で
タ
イ
に
２

対
１
で
勝
っ
て
決
勝
戦
に
進
み
、
宿
敵
ロ

シ
ア
と
の
対
戦
と
な
っ
た
が
力
及
ば
ず
０

対
３
で
敗
れ
、日
本
は
準
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
ロ
シ
ア

○
２
位
＝
日
本

▽
３
位
＝
タ
イ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

個人戦・重量級（３位決定戦）＝久野（上）が寄り倒しで勝利 個人戦・中量級（３位決定戦）＝松本（奥）の寄り切り

個人戦・無差別級（準決勝）＝相手に勢いよく飛び込む今（右）
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▼
個
人
戦
・
軽
量
級

　

北き
た

野の

泰た
い

聖せ
い

（
県
立
熊
本
農
業
高
等
学

校
）
は
、
予
選
か
ら
危
な
げ
な
く
勝
ち
進

み
、
決
勝
は
ブ
ラ
ソ
ブ
・
イ
ゴ
ー
ル
と
の

対
戦
と
な
っ
た
。
両
者
速
い
動
き
の
中
、

北
野
が
上
手
投
げ
で
見
事
勝
利
し
た
。

◎
優
勝
＝
北
野
泰
聖
（
県
立
熊
本
農
業
高

等
学
校
）

○
２
位
＝
ブ
ラ
ソ
ブ・イ
ゴ
ー
ル（
ロ
シ
ア
）

▽
３
位
＝
ソ
ー
ロ
ー
ド
ー
ブ
ニ
コ
ブ
・
ミ

コ
ラ
ー
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）、
シ

ラ
ー
ギ
ー
・
エ
リ
ッ
ク
マ
ー
ク

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

▼
個
人
戦
・
中
量
級

　

三み

田た

大た
い

生き

（
県
立
黒
羽
高
等
学
校
）
は

安
定
し
た
相
撲
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
は

ガ
ー
ド
ジ
オ
ラ
ー
・
ア
ダ
ム
・
メ
ー
テ
ア

ス
ズ
と
対
決
。立
ち
合
い
後
、三
田
は
突
っ

張
り
で
相
手
の
体
を
起
こ
し
、
そ
の
ま
ま

一
気
に
押
し
出
し
て
、初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
三
田
大
生（
県
立
黒
羽
高
等
学
校
）

○
２
位
＝
ガ
ー
ド
ジ
オ
ラ
ー
・
ア
ダ
ム
・

メ
ー
テ
ア
ス
ズ（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

▽
３
位
＝
バ
ズ
・
ギ
ル
ハ
ー
ム
（
ブ
ラ
ジ

ル
）、
ヤ
ブ
ハ
シ
シ
ャ
イ
ン
・

デ
ー
ニ
ロ
ー
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

▼
個
人
戦
・
重
量
級

　

川か
わ

渕ぶ
ち

一か
ず

意ま

（
金
沢
学
院
高
等
学
校
）

は
、
大
柄
な
外
国
選
手
に
体
格
差
を
感
じ

さ
せ
な
い
力
強
い
相
撲
で
決
勝
に
進
出
。

ア
ー
ル
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
オ
ー
と
の
対
戦

と
な
っ
た
。
川
渕
は
持
ち
前
の
安
定
し
た

突
き
押
し
で
一
気
に
突
き
出
し
を
決
め
勝

利
し
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
川
渕
一
意（
金
沢
学
院
高
等
学
校
）

○
２
位
＝
ア
ー
ル
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
オ
ー

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

▽
３
位
＝
ニ
ー
ム
チ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
バ
ー

ト
・
ド
ミ
ニ
ッ
ク
（
ポ
ー
ラ
ン

ド
）、
バ
ツ
ェ
ト
セ
グ
・
オ
チ

ャ
ー
サ
イ
ク
ハ
ン（
モ
ン
ゴ
ル
）

▼
個
人
戦
・
無
差
別
級

　

決
勝
ま
で
進
ん
だ
花は
な

田だ

秀ひ
で

虎と
ら

（
県
立
和

歌
山
商
業
高
等
学
校
）
は
、
ミ
コ
ラ
イ
チ

ッ
ク
・
キ
ャ
ク
パ
ー
と
対
戦
。
も
ろ
差
し

か
ら
一
気
に
寄
り
切
っ
て
勝
利
。
昨
年
に

続
く
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
花
田
秀
虎
（
県
立
和
歌
山
商
業

高
等
学
校
）

○
２
位
＝
ミ
コ
ラ
イ
チ
ッ
ク
・
キ
ャ
ク
パ�

ー
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

▽
３
位
＝
ア
ー
ル
ー
ダ
ー
・
ペ
ー
ド
ロ
ー（
ブ

ラ
ジ
ル
）、バ
ト
ジ
ャ
ー
ギ
ヤ
ル
・

マ
ン
ク
フ
・
イ
デ
ル（
モ
ン
ゴ
ル
）

▼
団
体
戦

　

日
本
は
、
先
鋒
・
花
田
秀
虎
、
中
堅
・

草く
さ

野の

直な
お

哉や

（
文
徳
高
等
学
校
）、
大
将
・

川
渕
一
意
の
布
陣
で
挑
み
、
１
回
戦
か
ら

一
番
も
落
と
す
こ
と
な
く
決
勝
へ
。
決
勝

で
は
強
豪
モ
ン
ゴ
ル
に
先
鋒
・
花
田
が
相

手
を
送
り
出
し
で
破
り
、
中
堅
・
草
野
は

一
気
の
寄
り
切
り
で
勝
利
。
大
将
・
川
渕

も
体
力
を
生
か
し
て
相
手
を
寄
り
切
り
、

見
事
、完
全
優
勝
し
16
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
日
本

○
２
位
＝
モ
ン
ゴ
ル

▽
３
位
＝
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

個人戦・無差別級（決勝）
＝花田（右）が一気に寄り切る

団体戦の表彰台で 16連覇を達成して笑顔を見せる日本チーム

○
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選
手
権
大
会
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▼
個
人
戦
・
軽
量
級

　

山や
ま

口ぐ
ち

由ゆ

奈な

（
楊
志
館
高
等
学
校
）
は
、

準
優
勝
し
た
パ
ス
ト
バ
ロ
バ
ー
・
ブ
ラ
デ

ィ
ス
ラ
バ
ー
に
１
回
戦
で
寄
り
倒
し
に
敗

た
。
敗
者
復
活
最
終
戦
に
挑
み
、
エ
ス
ト

ニ
ア
の
選
手
を
圧
倒
し
、
寄
り
倒
し
で
３

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
ニ
カ
レ・メ
イ・シ
ャ
ン（
台
湾
）

○
２
位
＝
パ
ス
ト
バ
ロ
バ
ー
・
ブ
ラ
デ
ィ

ス
ラ
バ
ー
（
ロ
シ
ア
）

▽
３
位
＝
山
口
由
奈（
楊
志
館
高
等
学
校
）、

デ
ィ
ス
ズ
キ
ウ
ー
イ
ク
ズ
・
パ
ト

リ
ク
ジ
ャ
ー
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

▼
個
人
戦
・
中
量
級

　

長は

谷せ

川が
わ

理り

央お

（
青
森
県
立
木
造
高
等
学

校
）は
１
回
戦
か
ら
他
を
圧
倒
。決
勝
で
は

立
ち
合
い
後
、
ク
オ
・
テ
ィ
ン
・
ユ
ン
の

抵
抗
を
も
の
と
も
せ
ず
、
あ
っ
と
い
う
間

に
押
し
出
し
で
勝
利
。初
優
勝
を
決
め
た
。

◎
優
勝
＝
長
谷
川
理
央
（
青
森
県
立
木
造

高
等
学
校
）

○
２
位
＝
ク
オ
・
テ
ィ
ン
・
ユ
ン
（
台
湾
）

▽
３
位
＝
ロ
ド
リ
ー
ギ
ス
・
レ
テ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
フ
レ

べ
ン
チ
ャ
ッ
ク
・
イ
リ
ナ
ー（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
）

▼
個
人
戦
・
重
量
級

　

石
井
さ
く
ら
は
（
墨
田
区
立
本
所
中
学

校
）
１
回
戦
で
ザ
ッ
ク
シ
ュ
ワ
ー
ト
・
マ

リ
ー
・
ル
ー
イ
ー
ス
に
寄
り
切
り
で
敗

れ
、
敗
者
復
活
最
終
戦
で
ロ
シ
ア
の
選
手

を
寄
り
倒
し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
パ
ケ
ル
・
カ
イ（
エ
ス
ト
ニ
ア
）

○
２
位
＝
ザ
ッ
ク
シ
ュ
ワ
ー
ト
・
マ
リ
ー
・�

ル
ー
イ
ー
ス
（
ド
イ
ツ
）

▽
３
位
＝
石
井
さ
く
ら
（
墨
田
区
立
本
所

中
学
校
）、モ
レ
ン
コ
・
イ
ェ
リ

ゼ
ー
ベ
ッ
タ
ー（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

▼
個
人
戦
・
無
差
別

　

大お
お

蔵く
ら

紫し

音お
ん

（
大
垣
日
本
大
学
高
等
学

校
）
は
安
定
し
た
取
口
で
２
年
連
続
で
決

勝
戦
へ
。
決
勝
は
、
プ
ラ
マ
ス
・
サ
ン
ド

ラ
を
力
相
撲
で
押
し
倒
し
て
、
優
勝
を
決

め
た
。

◎
優
勝
＝
大
蔵
紫
音
（
大
垣
日
本
大
学
高

等
学
校
）

○
２
位
＝
プ
ラ
マ
ス
・
サ
ン
ド
ラ
（
エ
ス

ト
ニ
ア
）

▽
３
位
＝
ク
リ
ス
テ
ィ
ク
・
ザ
ザ
ナ
ー

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、コ
リ
ー
テ
ィ
ー

ナ
ー
・
ダ
リ
ア
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

▼
団
体
戦

　

日
本
は
先
鋒
・
長
谷
川
理
央
、
中
堅
・

石
井
さ
く
ら
、大
将
・
大
蔵
紫
音
の
布
陣
。

１
回
戦
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
３
対
０
で

勝
利
、
決
勝
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
対
戦
と

な
っ
た
。
先
鋒
戦
は
中
量
級
優
勝
の
長
谷

川
が
立
ち
合
い
後
、
デ
ィ
ス
ズ
キ
ウ
ー
イ

ク
ズ
・
パ
ト
リ
ク
ジ
ャ
ー
を
左
差
し
か
ら

一
気
に
寄
り
切
り
勝
利
。
中
堅
戦
で
は
石

井
が
ク
リ
ス
テ
ィ
ク
・
ザ
ザ
ナ
ー
に
寄
り

倒
し
で
敗
れ
て
１
対
１
と
な
っ
た
。
大
将

戦
は
無
差
別
級
優
勝
の
大
蔵
が
サ
タ
ザ
ア

ク
・
ビ
ク
ト
リ
ア
に
素
早
く
も
ろ
差
し
、

何
も
で
き
な
い
ビ
ク
ト
リ
ア
を
一
気
に
押

し
出
し
、
２
対
１
で
勝
利
、
団
体
５
連
覇

を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
日
本

○
２
位
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド

▽
３
位
＝
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

大
会
報
告
者
・
原
稿
執
筆
＝
浦
嶋
三
郎

写
真
提
供
＝
下し
も

村む
ら

勝か
つ

彦ひ
こ

、
大お
お

森も
り

俊と
し

和か
ず

、

　
　
　
　
　
鴫し
ぎ

原は
ら

利と
し

芳よ
し

個人戦・中量級（決勝）＝長谷川（左）が押し出しで勝利する

○
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
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世
界
相
撲
選
手
権
大
会
な
ど
を
終
え
て

公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
連
盟

　
　

常
務
理
事　

浦
嶋
三
郎

尽
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
な
ん
と

か
大
会
の
開
会
に
漕こ

ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
大
会
で
は
、
審
判
員
の
養
成

を
目
的
と
し
た
ル
ー
ル
研
修
会
（
11
日
・

12
日
）
を
実
施
し
、
世
界
か
ら
36
人
が
参

加
。
13
日
に
は
実
践
研
修
と
し
て
大
会
の

審
判
に
携
わ
っ
た
。
大
会
で
は
、
審
判
長

は
日
本
人
が
務
め
た
が
、
す
べ
て
の
試
合

で
外
国
人
が
行
司
（
主
審
）
を
担
当
、
副

審
も
大
半
が
外
国
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
将
来
的
に
は
審
判
長
、副
審
、行
司
、

大
会
運
営
に
も
外
国
人
に
携
わ
っ
て
頂
く

予
定
で
あ
り
、
役
員
養
成
も
急
務
で
あ
る

と
感
じ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
会
に
先
立
ち
10
月
11
日
に

国
際
相
撲
連
盟
理
事
会
、
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。本
会
で
は
、２
０
２
０
年
第
24
回
世

界
相
撲
選
手
権
大
会
・
第
15
回
世
界
女
子

相
撲
選
手
権
大
会
、
第
17
回
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
相
撲
選
手
権
大
会
、
第
９
回
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
の
開
催
地
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ト
シ
ン
で
９
月
５
日
・

６
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
大
会
の

開
催
は
米
国
ア
ラ
バ
マ
州
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ

ム（
７
月
17
日
・
18
日
）と
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
コ
ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
ズ
大
会
の
開
催
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

（
５
月
３
日
〜
９
日
）
と
報
告
さ
れ
た
。

　

２
０
２
２
年
第
25
回
世
界
相
撲
選
手

権
大
会
、
第
16
回
世
界
女
子
相
撲
選
手

権
大
会
、
第
18
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲

選
手
権
大
会
、
第
10
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

女
子
相
撲
選
手
権
大
会
の
開
催
国
に
つ

い
て
は
ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
が
立
候
補

し
、
採
決
の
結
果
、
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク

ワ
で
開
催
さ
れ
る
旨
が
承
認
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
役
員
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
成
功
し
た
大
会
で
あ
っ
た
。
本
大
会
は

も
と
も
と
、
米
国
ハ
ワ
イ
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
た
が
、
現
地
で
の
準
備
が
遅
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
急
き
ゅ
う

遽き
ょ

、
日
本
で
の
開
催

に
変
更
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
開
催
の
準
備
が
な
ん
と
か
整

っ
た
も
の
の
、
大
会
前
日
の
11
日
か
ら
の

台
風
19
号
の
影
響
で
日
程
の
変
更
も
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
２
大
会
は
12

日
に
開
催
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
会
場
が

台
風
に
よ
る
大
雨
と
強
風
に
見
舞
わ
れ
た

た
め
、
１
日
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
４

つ
の
世
界
大
会
を
１
日
で
行
う
強
行
日
程

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
審
判
員
等
の
配
置
を

組
み
直
し
、
使
用
す
る
土
俵
も
稽
古
用
２

面
と
メ
イ
ン
１
面
の
計
３
会
場
で
開
催
し

た
。
当
日
は
午
前
中
に
各
予
選
、
午
後
か

ら
メ
イ
ン
会
場
の
土
俵
で
敗
者
復
活
戦
、

３
位
決
定
戦
、
優
勝
決
定
戦
を
実
施
し

た
。
運
営
の
変
更
で
は
多
く
の
関
係
者
の

本大会の審判団（筆者は１列目中央）

大会前日に行われたルール研修会の様子
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（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）



32

ʪࠂʫ

好
評
発
売
中



33

ʪࠂʫ

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

） 頁625・入箱・製上・判５B （ 

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。

（ Ｂ５判・236 頁 ）
合気道は４話を掲載！

多田宏先生 磯山博先生

東北大学学友会合気道部菅沼守人先生

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）
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ニュース　小野晋也氏講演

　

月
刊
誌
「
致
知
」（
致
知
出
版
社
発
行
）
を
愛
読
す
る
超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く

る
「
国
会
木
鶏
ク
ラ
ブ
」
の
第
��
回
例
会
が
��
月
��
日
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で

開
か
れ
、
日
本
武
道
館
発
行
の
単
行
本
『
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
︱
︱
武
道
指
導

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』の
著
者
で
あ
る
小お

野の

晋し
ん

也や

氏（
元
衆
議
院
議
員
・
橿
樹
舎
舎
主
）

が
講
演
を
行
っ
た
。小
野
氏
は
、参
加
者
を
前
に「
国
会
議
員
が
学
ぶ
べ
き『
人
間
学
』」

と
題
し
て
熱
弁
を
振
る
っ
た
。

　

午
後
４
時
に
開
会
。
国
会
木
鶏
ク
ラ
ブ

会
長
の
下し
も

村む
ら

博は
く

文ぶ
ん

衆
議
院
議
員
が
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
小お

野の

晋し
ん

也や

氏
の
講
演
が
始
ま

っ
た
。

〈
講
演
要
旨
〉

▽
「
既
存
の
環
境
」
で
は
な
く
「
自
分
自

身
を
拠
点
と
す
る
生
き
方
」
へ
の
転
換

　

人
生
は
環
境
で
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
自
ら
の
責
任
で
決
ま
る
も
の
で
あ

る
。
私
は
自
身
の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め

に
「
夢
出
せ
！　

知
恵
出
せ
！　

元
気
出

せ
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
き
た
。

　

人
生
は
矢
印
で
表
現
で
き
る
。
矢
印
に

は
方
向
と
長
さ
の
２
つ
の
要
素
が
あ
る
。

人
生
を
表
す
矢
印
に
と
っ
て
、
方
向
は

「
夢
」
に
当
て
は
ま
り
、「
幸
福
な
人
生
」

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
長
さ
は

「
知
恵
」
と
「
元
気
」
を
合
わ
せ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り「
知
恵
」と「
元

気
」
で
「
夢
」
に
向
か
う
推
進
力
を
高
め

て
い
く
の
で
あ
る
。

◎
日
本
武
道
館
発
行
『
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
』
の
著
者

小
野
晋
也
氏
が
「
人
間
学
」
に
つ
い
て
熱
弁

国
会
木
鶏
ク
ラ
ブ
で
講
演

　

人
生
に
お
い
て
、
大
切
な
要
素
は
「
目

的
が
明
確
で
あ
る
こ
と
」「
目
的
に
向
か

う
道
筋
が
的
確
で
あ
る
こ
と
」「
目
的
に

向
か
っ
て
進
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ

と
」
で
あ
る
。
こ
の
３
つ
を
持
ち
う
る
か

否
か
が
「
人
間
力
」
の
高
さ
で
あ
り
、
こ

の
３
つ
を
し
っ
か
り
備
え
て
活
動
で
き
る

人
間
が
リ
ー
ダ
ー
た
る
者
で
あ
る
。

▽
国
会
議
員
は
、
な
ぜ
「
人
間
学
」
を
学

ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
か

「
学
ぶ
」
と
は
人
生
の
大
地
を
耕
し
、
そ

の
生
き
方
の
タ
ネ
蒔ま

き
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
国
会
議
員
が
「
人
生
学
」
を
学
ぶ
理

由
は
、「
一
生
涯
を
貫
く
『
夢
』
を
見
出

す
た
め
」「
よ
り
よ
く
生
き
る
『
知
恵
』

を
得
る
た
め
」「
尽
き
る
こ
と
の
な
い
『
元

気
』
の
源
を
養
う
た
め
」
の
３
つ
で
あ
る

と
考
え
る
。

▽
結
び
〜
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
求
め
ら

れ
る
人
間
教
育
」

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
教
師
が

教
え
た
こ
と
を
貯
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
の
“
コ
ッ
プ
”
を
上
向
き
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
政
治
家
も
同
様
で
あ

る
。
政
治
家
が
発
信
し
た
こ
と
を
国
民
に

受
け
止
め
て
も
ら
い
、
一
人
ひ
と
り
が
活

力
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
国
づ
く
り
を
目

指
し
て
も
ら
い
た
い
。◇

◎
下
村
博
文
国
会
木
鶏
ク
ラ
ブ
会
長

「
政
治
家
で
あ
る
我
々
は
、
困
難
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
先
行
き
が
不
透
明
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、
人
間
学
を
学
ぶ
べ
き
な
の
で

す
。
今
日
は
小
野
先
生
を
お
呼
び
し
て
、

改
め
て
政
治
家
が
学
ぶ
べ
き
人
間
学
を
ご

教
授
い
た
だ
い
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」

参加者と小野晋也氏

下村博文国会木鶏クラブ会長 小野晋也氏
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